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学習指導要領との関連
・小学校３年理科「風やゴムの働き」 
・小学校５年理科「天気の変化」
・小学校６年理科「てこの規則性」
・中学校２年理科「気象とその変化」－気象観測－
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　航空機には、機体の後側に垂
直尾翼と呼ばれる翼がついていま
す。この垂直尾翼による、風見安
定の効果で、航空機は安定してま
っすぐに飛ぶことができるのです。
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どっちから風が吹いて
くるのかわかるの？

かぜ ふ

風見鶏をつくろう風見鶏をつくろう

宇宙の学校テキスト 66（2023）

屋根に
ニワトリのかざりが
ついているよ

や　ね

あれは風見鶏と言って
風の吹いてくる向きに
頭を向けるんだよ

　風見鶏をつくり、風や風のくる向きについて実感
させ、日常生活の中での気づきを豊かにする。
　またこの原理は、ロケットや航空機の飛行などと
関連することに気づかせる。

「風見鶏」とは、鶏（ニワトリ）の形をした風向計のことで、いつも風上

を向くように作られています。
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　風見鶏は、なぜ風の吹く向きを示すことができるのでしょうか？スト

ローの位置をいろいろと変えて風を当てる実験をして、どの位置が一番

よいかわかりましたか？

●風見鶏はストローの位置（回転軸）を中心に尾のある方の面積をくち

ばしがある方の面積より大きくしてあります。風見鶏に横から風があたる

と尾の方がよりたくさんの風（空気力）を受け

るため、尾がある方を後ろに押しやるように回

転します。このようにして風見鶏が風上を向い

たときだけ回転が止まって安定するのです。

この性質を風見安定といいます。

　「かさ袋ロケットをつくって飛ばそう」のテキ

ストも参考にしてみてください。

●「風見鶏の風見安定」という性質を利用しているものが身近にもあります。

―風見安定という性質―

とんがった
屋根の上で
見かけることが
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学習指導要領との関連
・小学校６年理科「てこの規則性」

・中学校１年理科「身近な物理現象」－力の働き－

　風見鶏はいつも風上を向きます。クルクルと回ることはありません。

　風見鶏は風下となる尾の側の面積をくちばし側よりも大きくして

います。かさ袋ロケットに尾翼をつけたことと同じで、回転の中心と

をずらすことにより、風上に向かおうとする働きが強くなり

ます。これを風見効果と言います。
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（参考：宇宙の学校テキスト「風見鶏をつくろう」）
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空力中心

　かさ袋ロケットを作り、まっすぐ遠くまで飛ばすため、

おもりや尾翼の重さ、位置についての工夫を行う。

重心と空力中心　かさ袋ロケットには、地球からの重力が下向きに働きます。飛んでいくかさ袋

ロケットは重力によって下に落ちていきます。重力はかさ袋ロケットのいろいろな

ところに加わりますが、それらを一つにまとめると「重心」という点に働きます。

重心とはものを支えるとバランスがとれて、左右に傾かずに支えられる点のことを

言います。　かさ袋ロケットに外から力が加わると、ロケットは重心を中心に動きます。　

また、進んでいくかさ袋ロケットには、空気の流れから受ける力（空気抵抗など）が

加わります。重心と同じように、ロケットに働く空気の流れから受ける力を一つに

まとめると、「空力中心」という点に働きます。

おもりなどをつけずに飛ばすと　

物体のどの部分の重さも一様で同じなら、重心と空力中心はほぼ同じ位置になり

ます。だいたい物体の中央のあたりです。膨らませただけのかさ袋ロケットも重心と

空力中心の位置はほぼ同じ位置にあります。重心と空力中心の位置が同じだと、

バランスがとれずとても不安定になり、かさ袋ロケットはフラフラしてしまいます。

真っ直ぐ安定した飛行のための工夫　

真っ直ぐ飛ばすためには、重心を空力中心より前側にする

必要があります。たとえば、先端にビニールテープ（おもり）を

巻くと、重心の位置が前側に移動するので、真っ直ぐ飛ぶよ

うになります。さらに、尾翼を後ろ側につけることで後方の

面積が大きくなり、空力中心が後ろ側に移動します。これに

よりたくさんの風を受け、安定して飛ぶようになるのです。
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●きれいに色つけしよう
●矢印のところに
　ストローを貼りつけてね

※竹串の先に注意しよう

風見鶏をつくろう

手順①　下の図を画用紙にコピーして
　　　　ニワトリの形に切り抜こう
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手順②　ストローを折り曲げて
　　　　風見鶏の裏側に
　　　　セロテープでとめる
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手順③　竹串をストローに
　　　　通してできあがり
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画用紙

セロハンテープ

カラーペン

はさみ
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先が曲がる
ストロー 

材　料

ストローをつける位置
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クジラの形を
したものもあるよ！
みんなもニワトリ
以外で作ってみよう

ストローの
位置を変えて
風を当ててみよう

うご

　どんな動きをするかな？

まえ ほう

前の方
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真ん中

ストローの
位　置

風を当てた
時のニワトリ
の動き
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風見鶏を使って
１日の間で
風の吹いてくる
向きがどのように
変わるのか
調べてみましょう


